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仲
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つ
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が
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ろ
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身近な要求実現、私たちの生活を守る
地方自治の発展へ。
期日前投票なども利用して
投票に行きましょう！

2
月
27
日

（金）
夜
7
時
30
分

か
ら
支
部
会
館

で
会
員
25
名
の

参
加
で
、
シ
ニ

ア
友
の
会
第
11

回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

宮
下
会
長
よ

り
「
昨
年
度
各

行
事
の
開
催
で

は
役
員
と
会
員

の
協
力
で
交
流

会
で
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
、
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
北
島
委
員
長
か
ら
は

「
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
健
康
に

十
分
気
を
つ
け
て
組
合
活
動
に

も
大
い
に
参
加
し
て
下
さ
い
。」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
昨
年
度
の
活
動
報

告
・
会
計
報
告
・
会
計
監
査
報

告
が
あ
り
、
新
年
度
活
動
方
針

で
は
平
和
運
動
を
よ
り
一
層
深

め
、
若
い
世
代
の
仲
間
と
交
流

を
持
ち
伝
え
て
い
く
事
も
重
要

な
方
針
と
し
て
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
石
崎
さ
ん
よ
り
す
ば
ら
し

い
活
動
方
針
だ
と

話
さ
れ
、
今
年
度
役
員
と
会
員

の
皆
で
『
元
気
で
楽
し
い
会
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
』
と
拍
手

で
承
認
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
会

長
の
乾
杯
で
始
ま
り
昨
年
の
各

行
事
の
話
か
ら
う
た
ご
え
交
流

会
が
好
評
だ
っ
た
話
や
竹
細
工

教
室
の
む
ず
か
し
か
っ
た
話
な

ど
で
大
い
に
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

元
塩
分
会　

川
上
哲
男

仲
間
増
や
し
て
楽
し
く
や
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
年
部

第
42
回
青
年
部
総
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
新
年
度
を
元
気
に

出
発
す
る
た
め
、
青
年
部
員
の

他
に
も
支
部
四
役
、
分
会
長
の

皆
さ
ん
に
参
加
を
呼
び
か
け
14

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
は
分
会
の
中
に
い
る
青
年
世

代
の
仲
間
の
取
り
組
み
を
支

部
・
分
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
き
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
呼

び
か
け
ま
し
た
。

永
澤
部
長
が
活
動
報
告
、
柳

橋
書
記
長
が
新
年
度
方
針
を
発

表
し
ま
し
た
。
後
継
者
対
策
部

の
役
員
か
ら
の
応
援
発
言
が
あ

り
、
分
会
役
員
か
ら
は
「
分
会

で
も
青
年
組
合
員
と
一
緒
に
で

き
る
と
り
く
み
を
検
討
し
た

い
。
協
力
し
て
い
こ
う
」
と
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。
青
年
部
活

動
に
初
参
加
し
た
仲
間
の
出
席

が
あ
っ
た
の
も
非
常
に
嬉
し
い

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
度
の
青
年
部

を
牽
引
し
た
永
澤
部
長
が
故
郷

の
福
島
県
へ
帰
る
こ
と
に
な

り
、
書
記
長
と
し
て
共
に
活
動

し
て
き
た
柳
橋
新
部
長
が
、
仲

間
と
と
も
に
2
0
1
5
年
度

の
青
年
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
す
。
総
会
後
の
22
日
（
日
）

に
は
支
部
事
務
所
の
駐
車
場
を

利
用
し
て
「
福
島
で
も
頑
張

れ
！
大
送
別
会
」
を
開
催
。
支

部
の
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、
北
ブ

ロ
ッ
ク
青
年
部
の
仲
間
も
駆
け

つ
け
、
旅
立
つ
仲
間
を
激
励
し

ま
し
た
。

な
い
、
新
年
度
も
様
々
な
活
動

を
し
て
、
実
績
を
残
し
て
い
け

る
様
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

末
に
な
り
ま
す
が
今
年
度
、

多
々
協
力
し
て
く
れ
た
会
員
の

皆
様
、
担
当
書
記
の
山
内
殿
に

は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ａ
Ｌ
会
長　

前
川
達
夫

に
、
会
長
と
し
て
の
牽
引
力
の

弱
さ
を
深
々
と
痛
感
し
ま
し

た
。
さ
て
内
容
と
し
て
は
、
今

年
度
の
動
向
を
報
告
、
会
員
拡

大
に
お
い
て
は
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
多
摩
北
ブ
ロ

ッ
ク
議
長
支
部
と
し
て
の
学
習

会
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
年
2
回
開
催
な
ど
、
そ
れ

な
り
に
動
き
を
つ
く
れ
た
1
年

で
し
た
。
そ
し
て
、
新
年
度
の

活
動
方
針
を
発
表
し
て
相
互
理

解
と
決
意
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
後
に
は
交
流
会
も
お
こ

2
月
28
日
土

曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
、
Ｐ
Ａ

Ｌ
定
期
総
会
は

参
加
者
15
名
に

て
開
催
し
ま
し

た
。
顔
ぶ
れ
は
、

役
員
を
中
心
と

し
た
お
な
じ
み

の
面
子
で
し
た
。

こ
れ
が
現
実
と

し
て
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
と
同
時

る
根
底
に
は
、
憲
法
に
よ
っ
て

い
か
に
守
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
事
が
改
め
て
理
解
で
き
ま
し

た
。
最
後
に
、
主
婦
の
会
の
会

話
は
『
Ａ
・
Ｔ
・
Ｍ
（
明
る
く
、

楽
し
い
、
前
向
き
）』
で
あ
り
、

3
月
21
日

（土）

第
44
回
主
婦
の
会

総
会
と
学
習
会
が

行
な
わ
れ
ま
し

た
。
学
習
会
は
、

三
葉
分
会
の
坂
内

三
夫
氏
を
講
師

に
、
日
本
国
憲
法

と
「
平
和
」「
暮

ら
し
」「
女
性
の

権
利
」
の
3
件
に

つ
い
て
分
か
り
易

く
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
普
段

何
気
に
生
活
で
き

『
Ａ
・
Ｔ
・
Ｍ
』　
　

主
婦
の
会

若い世代の仲間との
つながり深めよう シニア友の会

ＰＡＬ総会を終え
ＰＡＬの会

我
々
組
合
活
動
に
果
た
す
役
割

は
大
き
い
と
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。

昼
食
後
、
第
44
回
総
会
が

来
賓
の
方
々
を
迎
え
開
催
さ

れ
、
議
案
書
に
沿
っ
て
と
ど

こ
お
り
な
く
議
事
が
進
行
し
、

2
0
1
5
年
度
予
算
、
行
事

が
承
認
、
可
決
、
12
項
目
の
総

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら

れ
大
き
な
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

新
役
員
も
決
ま
り
、
柳
本
会

長
の
力
強
い
挨
拶
で
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

清
里
分
会　

川
崎
カ
ネ
子
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仲
間
の
つ
な
が
り
活
か
す

春
の
拡
大
月
間

３
・
13
重
税
反
対
集
会

響
け
『
消
費
税
大
増
税
反
対
！
』
の
声

2
、
3
月
に
行
わ
れ
た
確

定
申
告
相
談
会
は
、
例
年
よ
り

も
日
曜
相
談
や
夜
間
相
談
を

増
や
し
て
相
談
体
制
を
充
実

し
、
昼
間
な
か
な
か
時
間
の
取

れ
な
い
若
い
仲
間
が
相
談
に
来

や
す
い
よ
う
に
心
が
け
、
独
立

し
て
初
め
て
の
申
告
の
相
談

に
来
た
仲
間
も
多
く
い
ま
し

た
。
申
告
相
談
会
を
利
用
し
た

人
は
1
5
9
人
で
、
昨
年
の

1
3
9
人
を
上
回
り
ま
し
た
。

相
談
に
来
た
仲
間
に
は
、
確
定

申
告
の
重
要
さ
と
重
税
反
対
集

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。今

年
の
重
税
反
対
集
会
は
こ

こ
何
年
の
中
で
も
天
気
が
良

く
、
東
村
山
中
央
公
民
館
で
の

集
会
後
は「
消
費
税
増
税
反
対
」

「
憲
法
改
悪
反
対
」
と
声
高
々

に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行

い
、
東
村
山
税
務
署
へ
向
け
て

元
気
に
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

全
体
で
3
0
0
人
、
支
部
か

ら
は
49
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

や
は
り
消
費
税
10
％
を
認
め

る
事
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
廃

止
さ
せ
な
け
れ
ば
我
々
中
小
業

者
は
、
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
安

倍
首
相
の
暴
走
を
ふ
せ
ご
う
、

年
金
の
引
下
げ
に
反
対
し
、
税

金
は
裕
福
な
大
金
持
ち
な
ど
に

応
能
負
担
の
原
則
を
求
め
よ

う
、
多
く
の
声
を
出
し
て
民
主

的
税
制
を
勝
ち
取
ろ
う
。

松
竹
分
会　

天
野
俊
昭

　

多
く
の
仲
間
と
つ
な
が
り
を

広
げ
強
め
て
い
く
こ
と
が
、
月

間
だ
け
で
な
く
分
会
そ
の
も
の

を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
拡
大
中
間
決
起

と
分
会
・
群
役
員
学
習
会
と
合

わ
せ
て
開
催
す
る
な
ど
工
夫

し
、
月
間
目
標
達
成
へ
向
け
て

頑
張
ろ
う
。組

織
部
長　

西
部
康

も
参
加
し
て
も
ら
い
訪
問
し
ま

し
ょ
う
。

　

新
年
度
は
、
小
・
中
学
校
の

入
学
祝
い
な
ど
の
共
済
制
度
利

用
の
案
内
、
集
団
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ
、
分
会
イ
ベ
ン
ト
や

住
宅
デ
ー
へ
の
参
加
・
協
力
の

お
誘
い
な
ど
、
訪
問
し
話
題
に

出
来
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

「
仲
間
を
訪
問
し
、
直
接
会

っ
て
対
話
す
る
こ
と
」
を
取
り

組
み
の
重
点
と
し
ま
す
。
加
入

２
～
３
年
未
満
の
仲
間
、
若

手
・
子
育
て
世
代
（
20
～
40
歳

代
）
の
仲
間
、
分
会
内
事
業
所

の
仲
間
に
積
極
的
に
声
を
か
け

ま
す
。
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ

て
い
る
身
近
な
群
役
員
さ
ん
に

　

春
の
拡
大
月
間
は
、

2
0
1
5
年
1
月
現
勢
の
3
・

5
％
、
56
人
を
目
標
に
取
り
組

み
ま
す
。
『
1
6
0
0
人
支
部

の
回
復
』
を
早
期
に
実
現
す
る

た
め
組
織
実
増
に
つ
な
が
る
定

着
型
の
加
入
を
追
求
し
、
2
ヵ

月
間
の
取
り
組
み
を
全
分
会
が

旺
盛
に
行
い
ま
す
。

　
日
　
程
　

★
5
月
17
日
（
日
）

東
久
留
米
市

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
体
育

館
（
旧
滝
山
小
学
校
）

申
込
締
切
：
5
月
8
日
（
金
）

★
6
月
14
日
（
日
）

清
瀬
市

清
瀬
小
学
校
体
育
館

申
込
締
切
：
6
月
5
日
（
金
）

※
胃
が
ん
（
バ
リ
ウ
ム
）
検

査
は
、
清
瀬
会
場
の
み
の
実

施
と
な
り
ま
す
。

労働保険の更新をお忘れなく
4月は、事業所労災、置場・事務所労災、雇用

保険の更新を表の日程でおこないます。また、3
月中に一人親方労災と総合賠償責任保険加入の更
新をされなかった方も手続きが出来ますので、更
新漏れの無いようお手続きをお願いします。

【保険料率が変わります】
労働災害保険の保険料率は、3年ごとに事業の
種類別に改定がおこなわれています。2015年度
はこの改定の年に当たり、一部の保険料率が改定
されます。
総合賠償責任保険と上乗せ労災も、損害率の上
昇に伴い保険料が変更されます。同時に保険適用
の幅も広がります。更新の際に必ず内容をご確認
ください。

４月 ( 現場・置場・事務所労災、雇用保険 )
16日(木)

午前 
10:00～11:30 

午後 
1:30～3:30

17日(金)
20日(月)
27日(月) 夜 

7:00～8:3038日(火)

春の拡大月間目標
≪期間4月～5月　目標56人≫

分会 目標

元塩 4

松竹 2

清里 5

滝山 5

三葉 8

北浅 4

南町 3

青空 4

事業所 21

直属

合計 56

支部統一行動日 備　　考
出 陣 式 4月 5日(日)
日曜行動 　 12日(日) かあちゃん食堂

第1次
　 15日(水)
　 16日(木)

第2次
　 21日(火) 東久留米分会 拡大推進交流会
　 23日(木) 清瀬分会 拡大推進交流会

第3次
　 27日(月)
　 28日(火)

日曜行動 5月10日(日) かあちゃん食堂

第4次
　 14日(木)
　 15日(金)

第5次
　 18日(月)
　 22日(金)

最終行動
　 26日(火)
　 27日(水)

申込書が見開きタイプにかわりました

みんなで受けよう健康診断
新年度になり、支部日曜集団健診の時期がやってき

ました。土建国保加入者は年度に 1 回、本人・家族（19
歳以上）とも無料で受診することができます。申込用
紙は分会経由でお配りしています。必要事項を記入し
ていただき、①群会議ルート②支部へ直
接 FAX（042-473-8753）③支部窓口に提
出のいずれかで申込をお願いします。


